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こ
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く
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。
き
っ
と
お
役
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。
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市
教
育
委
員
会
と
市
連
合
P
 

T
A
が
主
催
す
る
 
「親
子
ス
キ
 

ー
教
室
」
が

一
月
十
八

・
十
九

の
両
日
、
楚
珠
少
年
白
然
の
家

を
会
場
に
開
か
れ
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
約
百
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

十
八
日
は
遊
歩
道
を
使
っ
て

の
雪
上
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
。
ま

た
、
十
九
日
に
は
五
所
川
原
ス

キ
ー
協
会
の
会
員
を
講
師
に
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

最
初
の
う
ち
は
滑
る
の
が
や

っ
と
と
い
う
人
達
も
、
講
師
の

わ
か
り
や
す
い
親
切
な
指
導
に

よ
り
、
い
つ
の
ま
に
か
ゲ
レ
、
ノ

デ
に
き
れ
い
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を

描
い
て
い
ま
し
た
。
 

「ハイ、こう構えて一」さすが先生。早くうまくなりたいな。 

シンボルマーヲ
広報

毎
u
げ
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す

元
気
ノ
.
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さすが先生。早くうまくなりたいな。

市
教
育
委
日
会
と
市
述
人
け
P

T
A
が
」仁
川
附
す
る
「
税
fr
ス
キ

ー
教
需
」
が

A

川
ト
八
・
十
九

の
両
日
、
党
珠
少
作
中
円
山
町
の
家

を
会
均
に
聞
か
れ
、

小
学作い
いか

ら
大
人
ま
で
約
行
行
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

卜
八
円
は
遊
歩
道
を
使

つ
て

の
4y
k
ビ
ン
ゴ
ゲ
l
ム
を
。
ま

た、

卜
九

nに
は
尺
所
川
原
ス

キ
l
協
会
の
会
員
を
講
師
に
満

開
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
問
る
の
が
や

っ
と
と

い
う
人
達
も
、
市
師
の

わ
か
り
や
す
い
初
切
な
桁
導
に

よ
り
、
い

つ
の
ま
に
か
ゲ
レ
ン

デ
に
き
れ
い
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を

揃
い

で
い
ま
し
た
。
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容
が
全
く
わ
か
ら
ず
苦
労
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
先
輩
方
の
粘

り
強
い
指
導
の
お
陰
で
今
で
は

ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

私
達
の
会
社
は
、創
業
し
て

ま
だ
三
年
と
非
常
に
新
しく
、
 

清
潔
で
働
き
が
い
が
あ
り
ま
す
。
 

又
、社
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
盛
ん
で
、
つ
い
先
日
も
ボ

ー
 

リ
ン
グ
大
会
を
行
う
な
ど
、
社

員
と
の
親
睦
を
深
め
て
いま
す
。
 

そ
ん
な
こ
と
で
会
社
内
も
活

気
が
あ
り
、
会
社
の
年
数
が

経
っ
て
い
な
い
た
め
自
分
達
の

意
見
も
通
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
 

残
業
も
殆
ど
な
く
、
休
み
は

四
週
六
休
で
月
に
一
、
二
回
は

休
み
が
増
え
ま
す
。
近
々
休

み
を
増
す
計
画
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
の
で
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
 

明
る
く
清
潔
な
職
場
で
、
物

づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私

達
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
 

ひ
と
こ
と
 

聡

さ
ん
（

二
十
歳
）
 

樹

さ
ん

（ニ
十
歳
）
 

「
ー
  社

員
か
ら
の
 

寺
 
田
 

渋
 
谷
 
直
 

私
達
は
、
昨
年
入
社
し
現
在

現
場
で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
ま

す
。
入
社
当
時
は
、
仕
事
の
内
 

ー
誘
致
企
業
第
十
ニ
号
 

麟
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス
 

立
地

・
平
成
元
年
五
月
 

広報ごしょがわら 平成 4 年（1992年）2 月15日 （第753号）② 

難 
このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広

く市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。 

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。 

なお、ご家族又は知人の方で首都圏てH動いている五所

川原市出身者て＝Uターン就職希望される方は、市総務部

工業振興対策室（廿35一 2111 内290）ノ＼iご木目談下さい。 

所
在
地
 
市
内
大
」
子広
田
 

（本
社
岐
阜
県
）
 

資
本
金
 
五
百
万
円
 

代
表
者
 
代
表
取
締
役
社
長

鈴
木
 
和
雄
 

事
業
内
容
 
婦
人
服
製
造
 
っハ
 

ン
ツ
、
キ
ュ
ロ
ッ
ト
、
ス
カ

ー
 

ト
竿
）
 

製
造
出
荷
額
 
二
億
円
 

従
業
員
 
五
十
六
名
 

o
当
社
の
特
徴
 

当
社
は
、
平
成
元
年
九
月
市

誘
致
企
業
と
し
て
発
足
し
、
以

来
着
実
に
業
績
を
伸
ば
し
、
来

期
は
、
二
億
五
千
万
円
を
目
標

に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

社
員
の
休
日
に
つ
い
て
は
、
 

他
社
に
先
駆
け
早
々
と
四
週
六
 

休
制
を
実
施
し
て
お
り
、
又
福

利
厚
生
面
で
あ
る
社
員
の
た
め

の
寮
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
整

備
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
 

更
に
、
慰
安
旅
行
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も

社
員
自
ら
の
企
画
によ
り
活
発

に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

〇
作
業
内
容
 

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
懇
切
丁

寧
な
指
導
に
よ
り
、
仕
事
の
概

要
、
型
紙
の
見
方
、
パ
ー
ツ
の

名
称
等
デ
ザ
イ
ン
上
の
知
識
を

習
得
後
、
ス
カ
ー
ト
、
パ
ン
ツ

等
、
婦
人
服
の
縫
製加
工
を
行
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
先
行
課
（
仕

分
け
、
芯
貼
り
等
）
、縫
製
課
・

仕
上
課
（
穴
か
が
り
、
ボ
タ
ン

付
）
、納
品
課
（
外
注
、
検
査
、
 

出
荷
等
）
の
組
織
で
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
 

〇
当
社
の
指針
 

商
品
を
買
っ
て
下
さ
る

お
客
様
の
満
足
の
い
く
品
質
0
 

企
業
の
活
性
化
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
若
さ
。
 

以
上
を
念
頭
に
お
い
て
、
更

に
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広

<市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。

なお、こご家族又は知人の方で首都圏で働いている五所
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誘
致
企
業
第
十
二
号

鍬
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ア
レ
ッ
ク
ス

所
在
地

市
内
大
字
広
川

(本
社
岐
巾
県
)

丘
宵
万
円

代
表
取
締
役
社
長

鈴

木

利

脱

事
業
内
容

川
人
間
製
造

(パ

ン
ツ
、
キ

ュ
ロ
y
ト、

ス
カ
ー

ト
今
)

製
造
出
荷
額

一↓
他
円

従
業
員

江
卜
九八名

資
本
金

代
表
者

社
員
か
ら
の
ひ
と
こ
と

寺

O
当
社
の
特
徴

ιl之
立、

F
長
亡
ド
比
1
打

;干
l

v

h

J
f

J
j

r

誘
致
企
業
と
し
て
発
足
し
、
以

来
将
夫
に
業
紡
を
仲
ぱ
し
、
来

朋
は
、
て
位
尺
千
万
円
を
日
慨

に
鋭
な
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

社
日
の
休
日
に
つ
い
て
は
、

他
社
に
先
駆
け
早
々
と
問
週
六

ご'.1.1:.J、，，、

谷田

私
達
は
、
昨
年
入
社
し
現
布

現
場
で
パ
リ
パ
リ
働
い
て
い
ま

す
。
入
社
山l

時
は
、
仕
ポ
の
内

休
制
を
実
施
し
て
お
り
、
又
相

利
厚
生
面
で
あ
る
社
員
の
た
め

の
寮
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
的常

備
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
慰
安
旅
行
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に

つ
い
て
も

社
員
自
ら
の
企
画
に
よ
り
活
発

に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

O
作
業
内
容

優
秀
な
ス
タ

ッ
フ
の
懇
切
丁

箪
な
指
導
に
よ
り
、
仕
事
の
概

袋
、
刑
ヒ紙
の
見
方
、
パ
ー
ツ
の

名
称
等
デ
ザ
イ
ン
上
の
知
識
を

宵
得
後、

ス
カ
ー
ト
、

パ
ン
ツ

等、

婦
人
服
の
縫
製
加
工
を
行

直

聡
さ
ん

樹
さ
ん

(
二
十
歳
)

(
二
十
歳
)

容
が
全
く
わ
か
ら
ず
持
労
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
先
輩
方
の
粘

り
強
い
指
導
の
お
陰
で
今
で
は

ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
の
会
社
は
、
削
業
し
で

ま
だ
三
年
と
非
常
に
新
し
く
、

清
潔
で
働
き
が
い
が
あ
り
ま
す
。

又
、社
内
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

も
盛
ん
で
、
つ
い
先
日
も
ボ
l

っ
て
お
り
ま
す
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具
体
的
に
は
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先
行
諜

(仕

分
け
、
芯
貼
り
等
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縫
製
課

・

仕
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諜

(穴
か
が
り
、
ボ
タ
ン

付
)、
納
品
課

(外
注
、
検
査
、

出
荷
等
)
の
組
織
で
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

O
当
社
の
指
針

て

商
品
を
買
っ
て
下
さ
る

お
客
様
の
満
足
の
い
く
品
質
。

二
、
企
業
の
活
性
化
、

バ
イ

タ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
者
さ
。

以
L
し
を
念
頭
に
お
い
て
、
更

に
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い

と
思
い
ま
す
。

リ
ン
グ
大
会
を
行
う
な
ど
、
社

員
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
会
社
内
も
活

気
が
あ
り
、
会
社
の
年
数
が

経
っ
て
い
な
い
た
め
向
分
遠
の

窓
兄
も
通
り
や
す

い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

残
業
も
殆
ど
な
く
、
休
み
は

四
週
六
休
で
月
に
一
、
二
回
は

休
み
が
増
え
ま
す
。
近
々
休

み
を
噌
す
計
画
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
の
で
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

明
る
く
消
潔
な
職
場
で
、
物

づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私

達
と

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
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所
在
地
 
漆
川
工
業
団地
 

本
社
 
山
梨
県
甲
府
市
 

全
従
業
員
 
百
四
十
名
（
本
社
 

工
場
、
佐
渡
工
場
、青
森
工
場
）
 

〇
青
森
工
場
 

平
成
二
年
十
二
月
操
業
開
始
 

従
業
員
 
五
十
名
 

生
産
品
目
 
指
示
計
器
用
ば
ね
 

製
造
 

〇
主
要
取
引
先
 

日
本
電
装
卿
、関
東
精
器
卿
、
 

社員からの 
ひとこと 

米塚 わか子さん 
(23歳） 

本
田
ロ
ッ
ク
囲
、矢
崎
総
業
卿
、
 

横
河
電
機
閥
、
パ
イ
オ
ニ
ァ
卿

〇
会
社
の
概
要
 

当
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

は
じ
め
、
自
動
車
用
ス
ピ
ー
ド

メ
ー
タ
ー
、
回
転
計
、
時
計
、
 

測
定
機
器
、
カ
メ
ラ
、
航
空
機

及
び
電
子
力
発
電
等
の
指
示
計

器
用
の
ヒ
ア
ス
プ
リ
ン
グ
を
製

造
販
売
し
て
お
り
、
市
場
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
占
有
率
を
誇
る

国
内
最
大
メ
ー
カ
ー
で
す
。
 

国
内
は
も
と
よ
り
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
、
東
南
ァ
ジ
ア
、
イ

ン
ド
等
E
c
諸
国
へ
の
進
出
も

め
ざ
ま
し
く
高
品
質
の
信
頼
を

世
界
の
市
場
で
高
め
て
い
ま

す
。
 

平
成
二
年
、
五
所
川
原
市
に
 

私
は
平
成
三
年
二
月
に
入
社

し
て
、
早
一
年
に
な
り
ま
す
。
 

よ
う
や
く
仕
事
に
も
慣
れ
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
工
場

内
は
男
女
共
明
る
く
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
、
従

業
員
は
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
自
身
で
生

産
目
標
を
た
て
て
、
少
し
ず
つ

で
も
ペ
ー
ス
を
延
ば
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

誘
致
企
業
第
十

一一
 

株
式
会
社
 

        

        

      

号
 

      

友
製
作
所
 

 

   

   

        

次
回
は
、
協
伸
工
業
岡
と
岡津
軽
ェ
ノ
モ
ト
の
予
定
で
す
。
 

誘
致
企
業
と
し
て
仲
間
入
り
出

来
、
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
を

得
ま
し
て
、生
産
体
制
も
整
い
、
 

こ
れ
か
ら
益
々
地
域
産
業
の
振

興
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
 

O
O
。
 

O
O
O
。
 

。郎
っ
 

。
 

 

敬
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O
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O
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誘
致
企
業
第
十
三
号

株
式
会
社
三
友
製
作
所

ヱμμ7.:7

所
在
地

漆
川
工
業
同
地

本

社

山

梨
県
甲
府
市

全
従
業
員

行
問
十
名

(本
社

工
場
、
佐
渡
工
喝
、背
森
工
場
)

O
青
森
工
場

平
成
二
年
十
二
月
操
業
開
始

従
業
員

五
十
名

生
産
品
目

指
示
計
探
用
ぱ
ね

製
造

O
主
要
取
引
先

日
本
電
袋
側
、
関
東
村
器
側
、

社員からの
ひとこと

米塚わか子さん
(23歳)

本
田
ロ
ッ
ク
側
、
矢
崎
総
業
側
、

横
河
電
機
側
、

パ
イ
オ
ニ
ア
側

O
会
社
の
概
要

当
社
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を

は
じ
め
、
自
動
車
用
ス
ピ
ー
ド

メ
ー
タ
ー
、
回
転
計
、
時
計
、

測
定
機
器
、
カ
メ
ラ
、
航
空
機

及
び
電
子
力
発
電
等
の
指
示
計

四
商
用
の
ヒ
ア
ス
プ
リ
ン
グ
を
製

造
販
売
し
て
お
り
、
市
場
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
占
有
率
を
誇
る

囲
内
最
大
メ

ー
カ
ー
で
す
。

圏
内
は
も
と
よ
り
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ

ン
ド
等
E
C
諸
国
へ
の
進
出
も

め
ざ
ま
し
く
高
品
質
の
信
頼
を

世
界
の
市
場
で
高
め
て
い
ま

す
。平

成
二
年
、
五
所
川
原
市
に

誘
致
企
業
と
し
て
仲
間
入
り
出

来
、
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
を

得
ま
し
て
、
生
産
体
制
も
整
い
、

こ
れ
か
ら
益
々
地
域
産
業
の
振

興
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
行
き
た
い
と
思
つ
で
お
り
ま

す

0
0
0
 

0
0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
 

0
 

0
0
0
 

0
0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
 

0
 

o~o 
0':..0 

0';::..0'/-，9 
0080 

私
は
平
成
三
年
二
月
に
入
社

し
て
、
早

一
年
に
な
り
ま
す
。

よ
う
や
く
仕
事
に
も
慣
れ
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
工
場

内
は
男
女
共
明
る
く
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
、
従

業
員
は
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
門
分
自
身
で
生

産
目
標
を
た
て
て
、
少
し
ず
つ

で
も
ぺ
l
ス
を
延
ば
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
協
伸
工
業
側
と
附
津
軽
工
ノ
モ
ト
の
予
定
で
す
。



ー

こ
こ
が

好
き
で

す
 

⑩
 

乗
 
田
 
孝
 

一
さ
ん
 

（
市内
松
島
町
四
丁
目
七
六
）
 

「ジ
ョ

ギ
ン
グ

の
道
」
 

岩
木
川
の
川
原
に
沿
っ
て
、
 

当
市
唯
一
の
ジ
ョ
ギ
、
ノ
グコ

ー
 

ス
が
あ
る
。
早
朝
、
津
軽
富
士
 

岩
木
山
に
真
向
う
清
々
し
さ
が

あ
り
、
さ
わ
や
か
な
空
気
が
一

日
の
活
動
源
と
な
る
。
 

若
緑
の
萌
え
る
早
春
、
 一
面

タ
ン
ポ
ポ
で
黄
色
に
彩
ら
れ
る

晩
春
、
あ
っ
と
い
う
間
に
丈
な

す
雑
草
、
そ
し
て
立
ち
枯
れ
の

す
す
き
の
秋
と
、
川
原
の
表
情

の
変
化
も
楽
し
い
。
 

こ
こ
で
毎
日
の
よ
う
に
太
陽

に
向
つ
て
掌
を
合
わ
せ
る
人
、
 

愛
犬
と
散
策
す
る
人
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
で
過
す
人
な
ど
私
た
ち
は

い
つ
の
間
に
か
広
々
と
展
開
す

る
景
色
の
中
で
、
 一
面
識
も
な

い
の
に
友
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

「お
は
よ
う
」
 
「お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
い
つ
も
挨
拶
を
交

わ
す
。
見
え
な
い
日
は
 
「ど
う

し
た
の
か
」
と
心
配
し
、
翌
日

出
会
う
と
ほ
っ
と
す
る
。
 

も
う
二
月
で
あ
る
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
で
逢
う
こ
と
が
楽

し
み
で
あ
る
。
 

（第753号）④ 平成 4 年（1992年）2 月15日 	 広報ごしょがわら 

【
 

川 

柳 

m重
U
ぐ
 

輪
黒
謝
選
 

平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
卿
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
 

期
限
の
三
月
十
六
日
卿
ま
で

に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤

っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
不
足

の
税
金
だ
け
で
な
く
加
算
税
や

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

而I冊 

出
足
良
い
ス
タ
ー
ト
で
、
申

告

・
納
税
ス
ッ
キ
リ
完
了
ノ

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ

ー
 

ド
番
号
は
〔
四
〇
二
〕
で
す
。
 

な
お
、
二
月
十
六
日
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
始
期
で
あ
り
、
 

納
税
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

騎
る
耳
天
地
の
声
を
聞
き
洩
ら

す
 
野
泣

子
 

散
る
と
き
は
み
な
善
人
の
貌
で

あ
る
 
健
太

郎
 

七
色
の
虹
へ
白
惚
れ
背
を
向
け

る
 
一
 

粋
 

自
信
あ
る
日
の
ラ
イ
バ
ル
は
小

さ
く
見
え
 
草
 
林
 

言
い
切
っ
て
犬
地
に
恥
じ
ぬ
月

の
自
信
 

ふ
じ
や
 

術
策
に
溺
れ
自
身
を
見
失
な
い
 

清
 
吉
 

本
心
と
べ
つ
に
部
下
へ
は
笑
顔

向
け
 

長
一
朗
 

『白い粉』の撲滅にご協力を！! 
2月は全国ー斉の 
「薬物乱用事犯取締強化月問」 

です 
どんなさ細なことでも、情報を
お寄せ下さい。 

青森税関支署廿01 77-34-0780 
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郵便局が仮局舎で営業します 
レ移転場所 九Iリ「川原市大’」・：長十喬宇才喬ル22ョ 

（五F折川原ノ」、学校助寸也） 

ン仮局舎営業開始 平成 4 年 3 月16日 （月） 

ン新局舎完成予定 平成 5 年10月ヒ貞 

一
 

至，ケ沢万面 1 

仮局舎 

鷲提原（lafi,J') 
文 

ロ骸証 

中平井町 

金木→ 国道339号 

旭片五認Iu 響具せん 

上乎井町 

末広町 

kf 	l ~ 」摘 L 
」 ~  マルキ~ ~ 

町 

本町 柏原町 

大
 

国
遭
一
O
一
 

一青轟 

帥
所得
税
一
確
楚
爾
座”
儒
 

(第753号)@広報ごしょがわら平成 4年(1992年)2月15日

一私
の
風
景

…-
噌
}
'
}
が
好
き
で
す

⑩ 

乗

「ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
道
」

計
木
川
の
川
原
に
沿
っ
て
、

匂
↑
巾
喉

a

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
が
あ
る
。
早
朝
、
清
阻
判
官
m
Lし

出石
L

小
山
に
点
向
う
川
々
し
さ
が

あ
り
、
さ
わ
や
か
な
ヤ
ハ
叫
が

A

H
の
市
動
淵
と
な
る
。

田

孝

一

さん

(市
内
松
島
町
四
丁
目
七
六
)

山
打
川
林
の
蘭
え
る
い
存
、

A

而

タ
ン
ポ
ポ
で
皮
色
に
彩
ら
れ
る

晩
得
、
あ
っ
と
い
う
間
に
丈
な

す
維
市
、
そ
し
て
し仏
ち
枯
れ
の

す
す
き
の
軌
と
、

川
原のいい火山川

の
変
化
も
楽
し
い
。

こ
こ
で
何
日
の
よ
う
に
太
陽

に
向
っ
て
乍
を
介
わ
せ
る
人
、

愛
犬
と
散
策
す
る
人
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
で
過
す
人
な
ど
私
た
ち
は

い
つ
の
間
に
か
広
々
と
展
開
す

る
対
色
の
小
で、

A

而
識
も
な

い
の
に
友
人
と
な
っ
て
い
る
。

「
む
は
よ
う
」
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
い
つ
も
使
拶
を
交

わ
す
。
兄
え
な
い
円
は
「
ど
う

し
た
の
か
」
と
心
配
し
、
明
古
川

出
会
う
と
ほ

っ
と
す
る
。

も
う
て
円
で
あ
る
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ

l
ス
で
逢
う
こ
と
が
楽

し
み
で
あ
る
。

郵便局が仮局舎で営業します
c>移転場所 II.II.斤川 出 11j大--n計局 jて情J亡22-1

( II. fî斤 I III~ ノj 、._./:村:1l-亦I也 )

c>仮局舎営業開始 、|え成 4{f 3川 16" (11) 

c>新局舎完成予定 、ド 1Jli:5イド10川頃

J~W 

]二七日 1

3口虻昼間 臥
了口亡

金本一-

千
成

4

・-
作中分
の
所
得
税
の
確

定
巾
作
は
、

一
-η
卜
六
日
川
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

則
限
の

a

A

Z

円
卜
六
川
叩
ま
で

に
巾生け
を
し
な
か

っ
た
り
、
出

っ
た
巾山
中
け
を
し
ま
す
と
、
不
足

の
脱
全
だ
け
で
な
く
加
算
脱
や

延
山
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

川
足
良
い
ス
タ
ー
ト
で
、
巾

作

・
納
税
ス
ッ
キ
リ
完
了
F

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
の
コ
ー

ド
詐
乃
は
(
川

0
1〕
で
す
。

な
お
、

A

・
川
卜

L

ハ
川
は
法
作

で
定
め
ら
れ
た
始
別
で
あ
り
、

納
税
州
議
は
行

っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
御
山
広
く
だ
さ
い
。

回

望日川
柳
岩
木
吟
社

断
る
M-大
地
の
戸
を
聞
き
辿
ら

t
'

ザ
・
げ
〆
』

'l

H
吐
vA

‘
、，zf

散
る
と
き
は
み
な
持
人
の
税
で

あ

る

佐

太

郎

じ
色
の
虻
へ
什
惚
れ
北
け
を
向
け

る

-

九

f
J

や

日
一い
あ
る
日
の
ラ
イ
バ
ル
は
小

さ
く
けん

え

市

林

-J
い
切

っ
て
パ
地
に
恥
じ
ぬ
け

の

門

口

ふ

じ

ゃ

術
策
に
溺
れ
れ
九
苛
を
見
失
な
い

本
心
と
べ
つ
に
部
ド
へ
は
笑
頗

付
す

てて

-
w

|

』

j

t

『白い粉』の撲滅にご協力を 11

2月は全国一斉の
「薬物乱用事犯取締強化月間」

です
どんなさ車IUなことでも 、情報を
お寄せ ドさい。

青森税関支署 ft0177-34-0780



正
徳
六
年
（
一
七
一
六
年
）
京
都
「
案

の
名
エ
、
近
藤
丹
波
藤
久
の
作
。
音
声
清

朗
で
余
韻
が
素
晴
ら
し
い
。
 

昔
、
京
都
よ
り
運
ば
れ
て
来
た
際
、
暴

風
に
合
い
、
 一
緒
に
運
ば
れ
て
来
た
も
う
 

ー
つ
の
鐘
は
、十
三
の
湖
底
深
く
に
沈
ん

で
し
ま
っ
た
。
 

今
で
も
長
円
寺
の
こ
の
鐘
を
つ
く
と
、
 

も
う
ー
つ
の
鐘
を
慕
っ
て
「
十
三
恋
し
、
 

十
「
悉
し
」
と
響
く
と
い
う
、
沈
鐘
の
伝

説
は
有
名
で
あ
る
。
 （

県指
定
文
化
財
）
 

飯 詰 
長円寺 

コミユニティセンター飯詰 

至
市
内
 

至
金
木
 

⑨長円寺の賛鐘 
所在地 市内飯詰字福泉 

市内の公園・文化碑

史跡等を紹介してい

きます 

器散歩 

津
勢脅
癖
鞭
柳
舞W座
 

ー
第
一

期
生
作
品
展
ー
 

去
る
二
月
一
、
二
の
両
日
、
 

新
町
の
水
と
緑
の
小
公
園
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
「
津
軽
金
山
焼
体
験

講
座
」
第
一
期
生
作
品
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
津
軽
西
北
五
地
域
 
 

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
が
実
施

し
た
事
業
の
ー
つ
で
、
古
く
か

ら
当
圏
域
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸

の
振
興
と
そ
の
後
継
者
の
育
成

を
図
る
「
工
芸
後
継
者
育
成
事

業
」
 
の
一環
と
し
て
行
っ
た
体
 

験
講
習
会
の
成

果
を
発
表
し
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
体
験
講

習
会
に
は
、
圏

域
か
ら
十
四
人

の
受
講
生
が
あ

り
、
九
月
か
ら

十
一
月
ま
で
の

三
か
月
間
、
窯

元
の
松
宮
亮
一
一

さ
ん
の
指
導
を

受
け
、
土
づ
く

り
か
ら
焼
成
り
 
 

ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

展
示
会
は
、
各
受
講
生
が
五

点
ず
つ
出
品
し
、会
場
を
訪
れ

た
人
達
は
そ
の
出
来
栄
え
に目

を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。
 

松
宮
さ
ん
は
「
最
初
は
ど
う

な
る
か
と
思
っ
た
が
、
内
容
が

充
実
し
た
作
品
が
出
来
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

第

一
期
生
の
十
四
人
は
、
》
」
 

れ
か
ら
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

又
、
協
議
会
で
は
、
同
事
業

を
松
宮
さ
ん
の
協
力
を
得
て
平

成
七
年
ま
で
行
う
予
定
で
す
。
 

⑤平成4 年（1992年）2 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第753号） 

見事な作品の揃った展示会 

善
意
の
花

か
一
」
 
ー
ど

う
も

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

＠
教
育
委
員
会
へ
 

〇
平
山
暗
一
氏
廿
故
板
垣
直
子
さ
ん
（女
流
文
芸
評
論家
）
の
遺
品
（
本
、万
年
筆
、時
計
等
）
 

を
寄
贈
。
 

〇
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

（葛
西
昭
雄
代
表
）
廿
ワ
ー
プ
ロ
ー
台
を
寄
贈
。
 

⑨
図
書
館
へ
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
廿
児
童
図
書
二
十
三
冊
を
寄
贈
。
同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
五
十
四
年
 

か
ら
毎
年
図
書
を
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
で
合
計
六
百
冊
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。
 

(第753号)

津
軽

|倉
第班
点寵
集積
語講
?座

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
が
実
施

し
た
事
業
の

一
つ
で
、
古
く
か

ら
当
圏
域
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸

の
振
興
と
そ
の
後
継
者
の
育
成

を
図
る
「
工
芸
後
継
者
育
成
事

業
」
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
体

験
講
習
会
の
成

果
を
発
表
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
体
験
講

習
会
に
は
、
圏

域
か
ら
十
四
人

の
受
講
生
が
あ

り
、
九
月
か
ら

十

一
月
ま
で
の

三
か
月
間
、
窯

一冗
の
松
宮
亮
二

さ
ん
の
指
導
を

受
け
、
土
づ
く

り
か
ら
焼
成
り

去
る
二
月

て

こ

の
両
円
、

新
町
の
水
と
緑
の
小
公
園
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で

「津
軽
金
山
焼
体
験

講
座
」
第

一
期
生
作
品
展
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
津
軽
西
北
五
地
域

広報ごしょがわら⑤ 平成4年(1992年)2月15日

見事な作品の揃った展示会

ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

展
示
会
は
、
各
受
講
生
が
五

点
ず
つ
出
品
し
、
会
場
を
訪
れ

た
人
達
は
そ
の
出
来
栄
え
に
目

を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

松
宮
さ
ん
は
「
円
削
初
は
ど
う

な
る
か
と
思
っ
た
が
、

内
容
が

充
実
し
た
作
品
が
出
来
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

第

一
期
生
の
十
四
人
は
、
こ

れ
か
ら
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

又
、
協
議
会
で
は
、
同
事
業

を
松
宮
さ
ん
の
協
力
を
得
て
平

成
七
年
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

母

善
意
の
花
か
ご
!
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
教
育
委
員
会
へ

O
平
山
崎

一
氏
H
故
板
垣
直
子
さ
ん

(女
流
文
芸
評
論
家
)
の
遺
品

(本
、
万
年
筆
、
時
計
等
)

を
寄
贈
。

O
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

(
葛
丙
昭
雄
代
表

)
H
ワ
ー
プ
ロ
一
台
を
寄
贈
。

@
図
書
館
へ

O
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ス
ク
ラ
ブ
リ
児
童
岡
井
二
十
三
冊
を
寄
贈
。
同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
五
十
四
年

か
ら
毎
年
間
判
い
を
寄
附
し
て
お
り
、
今
回
で
合
計
六
百
冊
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。

散歩

市内の公園 ・文化碑

史跡等を紹介してい

きます

⑨長円寺の焚鐘
所在地 市内飯詰字福泉

史 跡

公園

正
徳
六
年

(
一
七
二
八
年
)
京
都
三
条

の
名
工
、
近
藤
丹
波
藤
久
の
作
。
音
声
清

朗
で
余
韻
が
素
晴
ら
し
い
。

昔
、
京
都
よ
り
運
ば
れ
て
来
た
際
、
暴

風
に
合
い
、
一
緒
に
運
ば
れ
て
来
た
も
う

一
つ
の
鐘
は
、
十
三
の
湖
底
深
<
に
沈
ん

で
し
ま
っ
た
。

今
で
も
長
円
寺
の
こ
の
鐘
を
つ
く
と
、

も
う
一
つ
の
鐘
を
慕
っ
て

「十
三
恋
し
、

十
三
恋
し
」
と
響
く
と
い
う
、
沈
鐘
の
伝

説
は
有
名
で
あ
る
。

(県
指
定
文
化
財
)

|飯 詰|
至
金
木
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中国帰国孤児等の自立のため 

お世話して下さいませんか 

青森県では、 日本語や日本の生活習慣等を十

分知らない中国帰国孤児等の方々の日本社会へ

の円滑な定着と自立のために様々なお世話をし

てくださる下記の方々を募集しています。 

今後も多くの中国残留孤児等の方々が帰国さ

れることから、I志募をお願いします。 

1. 身元未判明孤児の身元引受人 

2． 身元判明孤児等の特別身元引受人 

3． 自立指導員 

4． 自立支援通訳 

~ ト間い合わせ 県障害福祉課又は市役所市民課 

（内線262) 

健康と体力づくり 

900万人の保険 

スポーツ安全保険 

一平成4年度の受付が始っています一 
＠いつでも、だれでも、 5人以上のグル 

ープで加入できます。 

＠掛金（年額）子ども・文化活動 360円、 
大人 1,100円（老人クラブ団イ本 500円） 

圏傷害保険 

死亡・後遺障害最高1,400万円（老人400万円） 

入院（1日あた‘J) 	4,000円（老人1 ,80(〕円） 

通院（1日あた‘)) 	1,300円（老人800円） 

回賠償責任保険支払限度額 

対人 1億円 

対物 500万円 

共済見舞金 100万円 

・対象となる事故｛器Q)綴 T Q)轄器事故 

お問い合わせ（財）スポーツ安全協会

合0177-82-6984 青森県支部にご照会ください。 

1
2

3

4
 

      

      

    

	I 

    

    

      

新 受 入 口 書 	器川‘市望図書館 
書 	 名 暑 	者 	名 書 	 名 著 者 名 

生 	命 	と 	‘ま ＼
慧
 

渡
 
辺
 

レ ジ ャ ー ガ イ ド 青 森 グ ラ フ 青 森 

自 	然 	と 	は 
オ
夫
 

藤
 
沢
 
父

1
 
 

り 	Aノ 	ご 	と 	健 	康 々
 
＼
直
 
竺

見
 

佐
 
木
 

心、 	 と 	 Iま ”河
 
イ
合
 
什

隼
 

t
雄
 

ラ二 	レ 	ビ’ 	40 	年 TVガイ ド 
編集部 

都 	市 	と 	は 
ウ宇
 
”
沢
 

弘
 
文
 

カ ラ ッ パ ス と 仲 間 チ智
 
カ

賀
 
・
壬

心
 

有
 
村
 

私 は 捨 て 子 だ っ た 野 中 ク、 子 太 	 宰 	 1台 長 部 日出雄 

北 の フ オ ク ロ ア u
 

川
泰
 
良
 

森
 
太
 

青 森 県 俳 句 年 鑑 
ケン 	コウ 

加 藤 憲 噴 

む一っ の 海 を！ミ，ニる 人 々 “
辰
 
オ

雄
  

1
 
1
 

1
 
 橋

  
新 青 森 県 句 集 』憲

 
”
噴
 

力
 
藤
 

日 本の株価の決ま り 方 “芳
 
」

朗
 

一
 
一
 

一
 

輪
  

青 森 県 詩 集 青 森 青森県詩集 
編集委員会 

20f七て三読む政治と経済の本 
”
森
 

什
 
一
 

山
 
田
 

タワラマ 	チ 

俵万智に捧げるバラー ド “
爽
 
“

風
 

伊
 
藤
 

判」例 六 法 平 j戎 4 年 版 〉
英
 

什

一
 

星
 
野
 

男 	の 	一 	生（上一下） i重 藤 周 イ乍 

”
蜜
 

ゲ
 
‘
 

の
 
「
悪
 
・

魔
 

日本経済新聞社 中 	国 	傑 	物 	イ云 一舜
 
）

臣
 

陳
  

ノ」、 	学 	校 	教 	師 福 田 節 子‘ “
雁
 
（

金
 
ャ

屋
 
《

草
 
シ
紙
 

 

「
碧
 

鳥
 
越
 

中 	学 	校 	教 	師 乍ケ 内 利 夫 jl、 	丁 	堀 	の 	湯 	屋 平 岩 弓 木支 

立 ち 腐 れ る 日 本 ）西
 
べ

部
 
一

適
 

文 萎 春 秋短 篇 小 説 館 文 要 春 秋 

機 械 と メ、 間 の 接 点 NHK取ネオ班 
キク テイ 	ャ 	オ ゼン 

菊 亭 八 百 善 の メ、 び と 宮 尾 登美子一 

やさしい暮らしやさしい 貨 ”
王
 
《

由
 
《
由
 

青 	森 	で 	ご 	ざ 	レ、 伊奈 かっペい 

津 軽 の 美 術 史 中 J；田 長四郎 れj 	も 	人ノ 	の 	朝 ノ」、 館 善四郎 

青 森 の 山 歩 き 
ワンダーフオゲルプ 

青森市医師会WV部 
さて、 
コーヒーにしま・せんか？ 小 	林 	カ,】ノf七 

訂
 
』

標
 
テ
準
 
ト

音
 
？
楽
 

新
 
辞
 
典
 

？
淳
 

浅
 
香
 

 

(）塵
  

“風
 
？

抄
 

司 馬 遼太郎 

平成4年(1992年)2月15日 広報ごしょがわら (第753号)⑥

中国帰国孤児等の自立のため
お世話して下さいませんか

青森県では、日本語や日本の生活習慣 等を 卜

分知らない中国帰国孤児等の方々の日本社会へ

の 円滑な定着と自立のために様 々なお世 話をし

てくださる下記の方々を募集 しています。

今後も多くの中国残留孤 児等の方々が帰国さ

れることから、応、募をお願 いします。

1. 身元未判 明孤児の身 元 引受 人

2. 身元判 明孤児等の持別身元 引受人

3. 自立指導員

4. 自立支便通訳

砂問い合わせ 県 障 害 福祉課又は 市役所市民諜

(内線262)
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I I900万人の保険 I i 

| ス…全保険 |(
=平成4年度の受付が始っています=
@ いつでも 、 だれでも、 5人以ヒのグル

ープで加 入できます。

@ 掛 金(年額)子ども・文化活動 360円、
大人 1，100円 (老人クラブ団体 500円 )

i固傷害保険

| 死亡・後遺障害最高1.400万円臥400万円)

i 入院(1日あたり) 4，000円(老人1，800円)

j 通院(1日あたり) 1，300円(老人800円)

l 回賠償責任保険支払限度額

| 対人 1億 円

1 対物 500万円

| 共済見舞金 100万円
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| お問い合わせ (財)スポーツ安全協会

図 重Eヨ主
H4 1 . 24 
五所川原市立図書館

11F 名 与寺 主主 i'， 

レ ジ ャ ー ガ イ ド "子 森 グラフ占森
ナオ スケ

り /ν 」戸 と 伝E 1.，)王 f~ヒ々 イミ l在 .. Jf 

7戸 レ ピ 10 TVカ、イ編ド
1長官1I

チ カ J

カラッノξ スと やl'II¥J イミ「 卒、f 矢13口 f~ロ:t_，C:;ヒ、

ムζ '事: f台 j乏 i祁 U ，'li&:佐

lr 森 民l fJl， イリ fl三鑑 川1 n~ ケ:省主y コ甲jワE 

ケン コウ
事rj' 141 3 孟長 UT~ イ'J 1，jミ JJ日}燦:ぷ 噴

'I~~ 森県 I~!f uミ ;午余 plr森編県集詩集委員会

'依ワラ万マ 智に搾げるバラード ffr 1I白昼 予ソたワ~ Jフ豆ウl 

!万 の 〆j三(仁 ・ド) 逮繰 j局 イ乍
戸~ン j ン

国 {終 l物 イ三 1¥東 舜 巨
二， ミドリ

!確 金 J-;喜一 ~ キ氏 鳥越 よペれE 

i¥. 掘 t乃 湯 f壬 i匹見・ コ. 一二y 校

文笹森秋短篇小説館 文 婆春秋

キクチイ ヤ オゼ-にニ.'ンヨ， 
菊亭八百 の人びと 宵 j邑 登美子

十'I 森 で
、J

ざ レ、 伊奈 か っペレ、

オ1.. も /ν σコ 事月 小館善四郎

さて、 ノj、 十本 カツ代コ ー ヒ ー に し ま せ ん か ?
フウ ゾヨ' y ョウ
原L I~ 初J 司 馬 遼太郎



⑦平成 4 年（1992年）2 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第753号） 

“農業者年金の現況届を忘れずに” 

現在、農業者年金の経営移譲年金、及び、老

齢年金を受給している人は， 3 月31日まて二に、 

現況届を提出しましよう。 

＞用紙の送付 毎年2 月、農業者年金基金から

直接本人あてに送られます。 

）証明と確認 現況届には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長の印が必要です。市

役I折の市民課、 又は支所で、必らず、 先に、 

生存証明を受けてから農業委員会で確認を受

けてー下さい。 （※ 3 月 1 日以降） 

ン提出期限 3 月31日。（提出されないと、年金

が一時、 差止められます。但し、 年金を受け

てから、一年を過ぎていない人は提出の必、要

はありませスD 

＞問い合わせ 農協又は市農業委員会（内線246) 

わい化りんごの勇定実技講習会と

りんご生産に関する講演 

レ日時 平成4 年2 月21日（金）午自ln0時 

）場所 五所川原市広域新農業センター 

）講師 板柳町ふるさとセンター 

指導監 石沢重信 

※な才ミう、わい化りんごの勇定実技指導には、 各 

自勇定準備をお願いします。 当日、 昼食に豚 

汁を用意しておりますので、 おにぎりを持参 

してードさし、。 

）問い合わせ広」或新農業センター（TELく〕⑦ 2 104番） 

第22回例会（高学年） 

劇団 えるむ 

地ンぐた、にさ求も→る 
弱者にそそがれる温かい眼、 やさしい且」、一 

そが最も大切なものだという思いをこめて 

第ー話 かっぱのめだま 

第二話 おこんじょうるり 

レ日日寺 3 月 5 日（木） 午後 6時30分 

レ場所 五所川原市民体育館（サフ￥本育館） 

＞主催 五I折川原お」くコこ劇場 

レ後援 五所川原市教育委員会 

ンお問い合わせ・お申し込みは 

事務局 五所川」京市本町50- 4 東奥日報 4F 

TEL (34-2170) 

市立養護老人ホーム「〈るみ園」 

入所者作品展示会 
1．日時 平成 4 年 3 月 5H（木） 

10: 0O----15 : 00 

2．場所 養護老人くるみ園内（幾世森165-1番地） 

3‘地域の皆様の作品展示コーナーもありますマ） 

で、出品のご協力お願いいたします。 

（申込みは2 月28日までにお願いいたします。 

連絡先、電話（34) 2721 担当、 桜庭） 

4‘当日は、 食堂にて模擬店（うどん、おしるこ） 

を開いていますので、 ご手リ用下さい。 

第44回 婦ノ、、週間 
青森県婦人会議の御案内 

ンとき 平成 4 年 4 月24日（金） 

12 : 45-15 : 45 

＞ところ 青森市民文化ホーノレ 

（青森市勝田1一20- 1) 

レ内容 

0記念講演 講師 東京大学助教授 汐見稔幸 

ー プロフイーノレ 

1947年生まれノ。 東京大学大学院卒。妻は 

保母、子供 3 人、 自らの育児体験も豊富。 

箸書「岩波の子育てブック 

幼年期」他 

〇対 談 講師 3 名を予定 

レ参加者 どなたでも （性別、 年齢不問） 

ン入場料 無 半斗 

＞問い合わせ先 

青森婦人少年室まて三 

ノ青森市新町 2 一 4 一25 	 、 

、電話 0 l 77 一 35-l033ノ

皆さん、 お気軽に御参加ドさし、 

あなたも 
「姑能 I 左身Iーつ什プみ中サ‘ ,h、 丁又月ヒ」てオ~、 ノlノ、ク7、よ巳八ノ刀、 

県立母イ中畠杓上センターでは、 母子家庭、 寡婦

等の方で和裁．洋裁、編物手芸を習いたい方を

募集しております。 

）とき 4 月から翌年 3 月まで。なお、 このf也

に短期講習もあります。 

ンところ 青森市石江ン字I工渡97- 1 

青森県立母子福ネ止センター白百合,i主

ン受講料 無1斗（教材一は自己負担） 

ン受 付 平成4 年 2 月25日まで（短期講習を

希望する方はしいつでも申し込みでき

ます。） 

レ申し込み 福祉事務所児竜係電話35-2111番

内線243番 

, 
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“農業者年金の現況届を忘れずに"

羽子E、農業者年金の経常手多議年金 ， J:えひ，~

齢 fド金を受給している人は、 3月31日までに.

現 J兄届香ど提出しましょう 。

じ〉用紙の送付 毎年 2月、農業指年金基金から

l直接本人あてに送られます。

仁〉証明と確認 現況届には、受給者の印のほか

市長の 印と農業委員会長の向lが必要です。 市

役所の市民謀、}くは支所で、必らず.先に、

生存証明を受けてから農業委員会で線認を受

けて|ごさい。 (※ 3月 1日以降)

仁〉提出期限 3月31日。(提出 されないと、年金

が 一時、産 l七められます。 但し、年金を受け

てから、 一年を過ぎていない人は提出 の必要

はありません)

じ〉問い合わせ 農協Xは 市農業委員会(内線246)

わい化りんごの現定実技講習会と
りんご生産に関する講演

仁〉 日時 半 IJj之4"1三2月211J(金)午前1011寺

c>場所 圧所川原市広域新農業センタ -

c>講師 板柳町ふるさと センタ ー

指弾i庇イf沢 'lifえ

※なお、わい化りんごの奥定実技指惇には、?♀

臼鈎定準備をお!頗レ、します， 、'i11、桟食に豚

汁を用意しております ので、おにぎりを持参

して ドさい。

c>問い合わせ広域新農業センター(TELゆ2104待 )

お やこ劇 燭
第22回例会 (高学年)

劇団えるむ

時ベ花、之さまれ-¥Il
弱者にそそがれる温かい眼、やさしい心こ

そが最も大切与ものだという思いをこめて

第一話かっぱのめだま

第二話 おこんじようるり

じ〉 日時 3 )J 5 11 (ノド) '1'後 611.':日0分

仁〉場所 lil'JT川 }J;.t"i民体7tf館(サブ体育館'i)

c>主催 I:LliJr川出おやこ劇場

じ〉後媛 b:1好川}Ji{，1'1教育委民会

c>お問い合わせ・お申し込みは

'!J:，f努}nj 1i..1'JT川 j以 tli-1正IIlf50- 4 J花l処 11鰍 4 F 

T E L (34-2170) 

市立養護老人ホーム「くるみ園」
入所者作品展示会

l日時 、JZ.成 4年 3月 5日(木)

10 : 00~ 15 : 00 

2.場所 長進主主人くるみ閣内(幾世森165 1番地)

3.地域の持機の作品展示コーナーもありますの

ても、 II~ '1 ~;III のご 協力お願いいたします。

( ~II 込みは 2 )'.12811，ま で に お 願 い い た し ます

連絡先 iι活 (34)2721如、竹.桜庭)

4.吋 Hは.食'准にて模擬}g(うどん.おしるこ)

を|用いていますので、 こ"fIJ用下さい。

第 44回 婦 人 週 間

青森県婦人会議の御案内
仁〉 と き 、JZ.成 4年 4月24日(金)

c>ところ 白森 J行民文化ホーノレ

( "子森 "1勝 In1 -20- 1 ) 

じ〉 内容

0 記念講演 活 i':rfi東京大予助教慢 汐 見 除 名

プロフ ィーノレ

1947年生まれ。 J.RJ;工大学大学院卒。 主 は

保 1:.土、 子供 3人， 1'1ら の育児体験もJι点。

持，1干「山 波 の 子 育 て ブァク

j;}J{ドI例J f也

0対談議師 3~〆， を予定

じ〉参加者 どなたでも(性別、年齢不|閉

じ〉入場料 熊本:十

じ〉問い合わせ先

占森財人少年半:まで

( 舟M附森i市川岬叩叩行附附叩叩新紳附仰11川IlIf2 

'0'1泣よJ吊 o 1 7 7 一 3 5 一 1 0 3 3/ 

押さん.ぉ'，c.i.'I需に御参))[1ドさい。

あなたも

「技能」を身につけてみませんか
県 立1:士子福祉センターでは、 1:土子家庭、 W"'(i

等 のfjで 杓l裁， ((:裁、編物手足をtぜいたい)/:を

必J集しております。

じ〉 と き 4 )-Jか ら 翌年 3)1ま で なお、この他

に j2¥LJ(fj浴料もあります

じ〉 ところ 庁森市イ，(1:宇江波97ー 1

占森県、'[1:):f-福祉センター (16~ü

c>受講料 熊料(教材は白L'.i::t .j'lJ_) 

じ〉受付 平成 4{Iミ2)]25トlまで(~，Lj例措刊を

行?唱する);'はいつでも "， しiるみでき

ます)

じ〉 申し 込み 凶十/1:'J刊か好川fit係 1仏 訴35-2111?作

|人l草炭21J3fR:



年金住宅融資のご利用を 
受付1月刀日～3月に日 

☆利用できる方 

厚生年金保険に加入している方で、加入期間 

が 3 年」ブI上ある方。 

☆資金の使途 

新築住宅・マンション・建売住宅購人資金で＼ 

居住面積 22 Urn’以下のもの。 住宅改良は居住 

面積 50 m' U上のもの。 

☆融資金額 

所要資金の 8 0%U内で、加入期間などによ 

り最高 1,880万円まて％ 

☆融資利率 

☆返済期間 

5 年から35年まで・。 「ステップ返済」 も利用 

で’きます。， 

☆申込受付期間 

今年度第 4 回＝ri月27日一～一 3 月13日まで・。 

☆お間合せ先 

県保険課・県厚生年金勤労者住宅協会 

ft0177 (73) 2077へ。 

LNHK放送番組モニター募集」 

1 ．内容 NHKのテレビ・ラジオの放送番組 

を視聴して、 その番組についてのご意見や感想 

をお寄せいただく もの。 

2.)応募資格 青森県内にお住まいで年齢18歳 

以上、 NHKから指定されたテレビ・ラジォ番 

組を視聴できる方。 

3 ．委嘱期問 平成 4 年 4 月～ 9 月または平成 

4 年10月～平成 5 年 3 月 

4．申し込み方法 希望者には、 くわしい工む募

要項をNHK から送るので、電話、または、はが

きに住所・氏名を書いて下記まで・申し込むこと。 

5 ．申し込み先 

〒 030 青森市松原2-1-1 

NHK青森放送局 「番組モニター」イ系

電話（0177) 74-5l14番 

6 ．」志募締切 2 月 29 日 （十） 

年5.71%（一般貸付） 〔平成 3 年10月30日現在〕 〔平成 3 年10月30日J見在〕 

平成 4 年（1992年）2 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第753号）⑧ 

「「雇用促進住宅」サン・コーポラス］ 
入居者募集 

雇用仇1進住宅は、勤労者の方々のために雇用 

促進事業団が設置・運営している住宅です。 

建物は鉄筋コンクリー ト造り （ 3 DK・2D 
K・2 K)、バス・トイ レ付一きの近代自勺な住宅と 

なって、、ます。 

住宅にお困りの勤労者の方や、従業員を採用 

したいが社宅、寮がないなどでお悩みの中小企 

業事業主の方の活用をお勧めいたしますb 

◇入居できる方は 

1 ，雇用保険の被保険者である方。 

2‘家賃等の支れ消旨力のある方。 

3 ．同居する扶養親族のある方。 

（宿舎によっては単身者でも可能J 
4 ．確実な連帯保証人のある方。 

（原則として就職先の事業主J 

5 ．その他、いろいろな事情などで住居を必、 

要とする方。 

※詳しくは、青森雇用促進センター （電話 

0177-77-1234番） または、最寄りの公共職業安 

定所までお気軽にお問い合わせください。 

~「がくゆうローン」 	 I 

L財形教育融資制度の活用を」 
財形教育融資は、勤労者ご本人又はその親族

が進学される際にl必要な資金を応援する公的融

資です。 対象者は、財形貯蓄をしている方。 

融資範囲は、高等学校・大学・専修学校・各

種学校・進学予備校等。（入学から卒業までが対

象になります。） 

融資金額は、財形貯蓄残高の 5倍以内（ただ 

’ し 10万円以上） 

融資限度額は、 450万円（入学初年度 300 

万円・在学中150万円） 

融資利率は、年7.8% （固定金利） 

返済方法は、毎月才去い又は 6 か月払い（併用

可） 

問合せは、雇用促進事業団青森雇用促進セン

ター （電話0177 - 77- 1234番） 

皆様のご利用お待ちしております／ 

      

『暴力団対策法』緯磐嚇舞難 
3月1日より施行 

 

暴力団を街から追放しよう 

 

       

       

★ 禁 止 行 為 ★ 

1 ．指定暴力団（集団的に、 又は常習的に、暴力自勺不法

行為を行うことを助長するおそれが大きい暴力団のこ

とです） による暴力的要求行為の禁止（11項目） 

●口止め料の要求 “●寄付金・賛助金の要求 ●下請参

入の要求 ●あいさっ料の要求 ●用心棒代の要求 

●債権取り立て行為 ●借金踏み倒し行為 ●金銭貸し

イ寸け要求 ● f也上げ行為 ●示談行為 ・いいがかりを

つけての、物品1買取り要求と金品」要求  

2, 市民が、暴力団員に、暴力的要求行為を行うようィl文 
頼する行為の禁止 

3 ，暴力団の対立抗争時の、組事務所の使用禁止 

4. 少年に対する暴力団への加入の勧誘等の禁止 

5‘暴力団の組事務所やその周辺で、住民に不安を与一え 

る行為の禁」」二 

暴力団から被害を受けたり、暴力団が市民社会の問題 

に介入してきたら、すぐ、警察にご相談して下さい。 

平成 4年(1992年)2月15日 広報ごしょがわら (第753号)@

i'雇用促進住宅」サン ・コーポラス1
」一一入居 者 募集

IffI用促進住宅は、勤労将の方々のために IjjlRl

促進 事業問が設置 ・;:a;~ç~- している住宅です。

主主牧1は室失iiJjコンクリート j立り (301く・ 2D 

K . 2 K)、ノfス ・ トイレ1，]-き σコJl!:代:II勺なflデ芭と

な っています。

住宅にお困りの勤労手?の方や、従業11を採用

したいが社宅、寮がないなどであ、悩みの中小企

業事業-Eの方の活用をお勧めいたします。

。 入 居 できる方は

1 .雇用保険の被保険-tiである方。

2. 家 1主導の支払 能 力 のある 方。

3.同属する扶養親 族のある 方。

(柄合によっては 単身有でも可能。)

4.確実な述帯保証人のある方。

(原則として就職 先の事業←to)

5.そのイ也、いろいろな すI↑J7などでfl:.Jif;'を必

要とする方。

※詳しくは、 芹森11fT用促進センター (電話

0177-77-1234番)または、品寄りの公共職業安

定所ーまでお気軽にお問 し、合 わせください。

羽織詣制度の活用を」
財形教育融 資は、勤労者 ご木人又はその親族

が進学される際に必要な 資金を応 援する公的 融

資です。 対 象者は、 財形貯蓄をしている方。

融資範囲は、高等学F校 ・大学 ・専修学校 ・各

椅学校 ・進学予備 校等。(入学から卒業までが対

象になります。)

融資金額は、財形 貯 苦手残高 の 5倍 以内(ただ

し 10万 円 以上)

融資限度額は、 450万 円 (入学初年度 300

万 円 ・在学中 150万 円 )

融資利 率は 、 年 7.8% (同 定 金利)

返済方法は、 毎月 払い 又は 6か 月払い(併 用

可)

問合せは 、 雇 用促進事業団青 森 雇 用促進セン

ター(電話0177-77 -1234番 )

皆様のご利用 お待 ちしてお ります /

「年金住宅融資のご利用を「
」ー受付 1 月 27 日 ~3 月 1 3 日__j
カ利用できる方

11生 年 余 保 険 に IJII人している )jで、 1;11人期間

が 3年目、 lてある方。

交 資金の使途

新築住宅 ・マンシ ョ ン ・建売f主主購入資令で、

屑fセ而1'].'1220m' 1-:.1、ドのもの。 f主主改良は屑f七

而干1'15Om'n J-.のも の。

女 融 資 金額

所要資て径の 80%以内で、 1;11人nn問などに よ

り最!日 1，88 0万円まで。

カ 融資利率

.q主5.71% (ー般貸付) (平成 3年10!l301IN，(E]

食 返 済 期 間

5年から 35年まで。 ["ステ yフ返済J も平IJm

できます O .

女 申込受付期間

今 年度第 4凶 = 1 J-J 2711- 3 n 1311ま で。

食 お問合せ先

県保険課 .L~ " 正常年金勤労有住宅thI，会

宮 0177 (73) 2077へ。

LNHK放送番組モニター募集」

1 .内容 NHlくのテレビ ・ラジオの放送訴手11

を 視lIT~して、その帯組についてのご怠兄や感想

をお干写せいただくもの。

2.応募資格 laT森県内におfEまいで年齢18歳

以上、 N HKから 桁 定されたテレビ ・ラジオ需

粁1を視聴できる方。

3 委嘱期間 平成 4年 4月 - 9月または平成

4年 10fJ-平 成 5年 3月

4.申し込み方法 希望者には、くわしい応募

要項を NH 1くから送るので、電話、または 、はが

きに住所 ・氏 名 を 円 いて下記まで申し込むこと 。

5.申 し 込 み 先

〒 030 青 森市松原 2- 1 - 1 

NHK脊 森放送局「番組 モニター」係

電話 (0177) 7 4 -5 1 1 4帯

6.応募締切 2月 29日 (土)

『暴力団対策法』
3月1日より施行暴力団を街から追放しよう

合 禁 止行為責
1.指定暴力団 (集団的に、又は?片手守的 に、暴力的不法
行為を行うことを助長するおそれが大きい暴力団のこ

とです)による暴力的要求行為の禁 止 (11項同)

・ 口止め料の~求 A 寄付金 ・ 賛助令の要求 ・下3iY参

入の要求 ・あいさつ料の要求 ・用心陳代の要求
• h'H綾取りなで行為 -1/'(金踏み倒し行為 ・ ~銭貸し

付け要求 ・地卜.げ行為 ・示談行為 ・いいがかりを
つけての、物品質取り要求と令品要求

2.市民が、暴力向日に、み暴力的要求行為を行うよう依
頼する行為の禁 止

3 . 暴力 問の対丘抗争目、干 の、 組事務所の使用禁 [I~

4.少年に対する暴力問への加入の勧誘写の禁 止

5.暴力問の組事務所やその周辺で、住民に不安をうえ
る行為の禁 止

恭力同から被害を受けたり、暴力問が市民社会の問題
に介入してきたら、すぐ、 特祭にご相談しで Fさし、。
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課税台帳の縦覧を！ 

市では、平成 4 年度固定資産課税台帳を次の 

El 程により縦覧に供します。 

有it覧とは、固定資産（固定資産税、 都市計i亘ii 

税）の課税の基礎となる価格等を、納付書をお

送りすーる前に、 あらかじめ所有者に確認してい

ただくため、 期間（20日間） を設け課税台帳を

無料でご覧いただく制度です。なお、縦覧期間

以外でもご覧になれますが、有半斗となります。 

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合には、 3 月31日までの間に固定資産評価審

査委員会に審査の申出をすることができます。 

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、 土

地を取得された方は必ず縦覧しまし上う。 

ン縦覧の期間 平成 4 年 3 月 2 日（月）から平成 

4 年 3 月21日（土）まで（ただし、 日曜・祭日

及び 3 月14日の第 2 土曜日は除きます一。なお、 

今年は縦覧期間の初日が日曜日のため、 3 月 

2 Fl より縦覧にイ共します-) 

ン縦覧の時間 平日】午前 8時30分から午後 4 

II寺45分までの間。 土曜日】午前 8時30分から

午後12時15分までの間。 

ン縦覧の場所 

-ffj折川原市役所3階 財一政部税務課内 

＞問い合わせ f多き務課（内線20D 

軽自動車（四輪車）の名儀変更と，, 
廃車手続きはお早めに．ク「ど 

例年 3J」期は名義変更や廃車の手続きなどで

軽自動車検査協会青森事務所の窓口が大変混雑

します。 当所の処理能力にも限界があり、 申請

者の皆様方には長時間待たせるなどのご迷惑を

おかけすることになります。(30分～半日がかり） 

従って、 これノらの手続きは早めに、混雑しな

い 3 月20日以前に済ませて頂くようおすすめI,' 
たします。 

レ受付時間 平日 9:00~ 12:00・13:00 - 16:00 
七曜日 9:00-1l :30（第2 第4 上曜日は休み） 

）場所と間い合わせ 

軽自動車検査協会 青森事務I折 

青森市大字浜田字豊田129-2 " 0177-39 -6568 

平成 4 年度奨学生を募集 
財団法人五所川原市教育振興会 

五所川原市教育振興会では、 次の要領により 

平成 4 年度の奨学生を募集します。 

希望する方は、在学している学校を経由して 

五所川原市教育委員会総務課へお申し込みくだ 

さし、。 

1 募集期間 平成 4 年2月1日から2月29日まて二 

！応募資格 次のすべてに該当する人とします。 

~平成 4 年 4 月に高等学校または大学等に入 

戸志望の人。（②）人物、学業ともに優秀でかつ 

健康であるが、著しく学資の支弁が困難と認 

められる人。③市内に在住している人。（④）過 一 

去 3 年間、 全教科の平均成績が3.5点（ 5段階 ’ 

評価）ェl太ヒの人。‘ 

3．貸与金額 ①高等学校一公立、私立とも入学： 

金及び授業料才目当額（在学期間） とする。 

②大学等一公立、私立とも入学支度金として 

40万円を限度とする。 

4．返還方法 ①高等学舛交ー卒業の翌年から奨学 

金を受けた期間の倍の期間以内に返還する。 

②大学等一卒業の翌月から 6 カ月経過後、 」統 

学期間の倍の期間以内に返還する。 

※詳細は、五所川原市教育委員会総務課へお問 

い合わせください。 

(雪 0177 33 2111 内線 293) 

恩給欠格者の皆様へ 
請求はお済みですカト 

恩給欠格者の方で、 外地等に勤務した経験を 4 
有し、加算年を含めた在職年が 3 年」三よ上で、言青 

求時において日本国籍を有する方には内閣総理 

大臣名の書状を、 さらに70歳以上の方には高齢 

者の順に併H士て銀杯を贈呈してはそうります。 

（注）次の方は、 この事業の対象になりません。 

・年金たる恩給または旧軍人軍属としての在職

に関連する年金たる給ftを受ける権利を有す

る方。 

・恩給欠格者のご遺族および戦後、 ソ連または

モンゴルの地域に強制」印留されたことのある

方 

・戦傷病者戦没者遺族等援護法上の軍属（雇員、 

傭人、 I:員等）および準軍属の方。 

〔請求書類の送付先・お問い合わせ先〕 

〒 112 東京都文京区大塚5-3-13 平和祈念事業 

特別基金 業務第1課 胃03-3945 -4704 

なお、請求書類は市役所市民課（内線 262）の窓 

口にも置いてあります。 

⑨ 平成 4年(1992年)2月15日 広報ごしょがわら (第753号)

課税台帳の縦覧を!

市では、平成 4年度同定資高課税台lt長を次の

1-1碍により縦覧に供します。

縦覧とは， 1判定資曜(1点|定資l主税、部市 ，i!-，函

悦)の諜脱の法礎となる価格等を、納付一 .IJをお

i去りする，iiJに、あらかじ め所有主に確認してい

ただくため.期間 (201::lIHJ)を設け課税台 l娠を

無料でご覧いただく制度 です。 なお.縦覧朋lIiJ

以外でもご覧になれますが. イT料となります 。

こ覧にな った・J;j:頃及び価格などに不服がある

場介には， 3月31トlまでのIIIJに 1，1司定資産評価審

任委民会に'痔査のIt/I:Jをすることができます。

特に、昨年'i'に家Iせを新 ・明築 されたり， 1: 

t也を取得された万は必ず縦覧しまし主う 。

仁〉 縦覧の 期間 平成 4年 3月 2U (月)から平成

4 'p 3月211::l(仁)まで(ただし、 111磁・ 祭 11

及び 3月 14I::lの第 2 仁曜日は除きます。なお.

今年は縦覧期間の初 1--1が 1111握Hのため、 3凡

2 I::lより縦覧に供します。)

l>縦覧の時間 平日。午前 811寺30分から午後 4

H寺45分までの11¥1。 ヒ1I伝 1--1 午，iiJ8 11年30分から

午後12時 15分までのIIIL

じ〉縦覧の場所

五所川原市役所 3階 財政部税務課内

仁〉問い合わせ 税務課(内線201)

軽自動車(四輪車)の名儀変更と
廃車手続きはお早めに.グ

例年 3月期は名義変更や廃車の手続きなどで

峰自動車検査協会青森事務所の窓口が大変混雑

します。 当所の処理能力 にも限界があり、申請

.ffの皆様方には長時間待たせるなどのご迷惑を

おかけすることになります。(30分~半日がかり)

従 って、これらの手続きは早めに、混雑しな

い 3月20日以前に済ませて l頁くようおすすめい

たします。

l> 受付時間 平日 9 ・ OO~12:00・13:OO~ 16: 00 

ヒ曜日 9:00~1 l: 30 (第2 第 4-1::1泌嗣は休み)

仁〉場所と問い合わせ

峰自動車償査協会 青森事務所

青森市大字浜田字程同 129-2 宮 017739-6568 

平成4年度奨学生を募集
財団法人五所川原市教育振興会

ILI好 川 原 市 教 育 振 興 会 で は 、 次 の 斐 領 に よ り

半IJ文4'1三j交の焚学生を募集します。

希濯する万は、 {r'tしている苧伎を経由しで

す工所川原市教育委は会総務課へお申し込みくだ

さし、。

1，募集期間 拘J~乙 4 年2月 1 1::lから 2月 29 1::lまで

2.応募資格 次のすべてに議巧する人とします。

D平成 4午 4月に高等学校または大学士事に人

予 忘 望 の 人。 _g)人物 、 学 業 と も に優秀でかつ

健康であるが、持しく学資の支弁が困難と認、

められる人。 J)dT内にイ宝住して い る 人。タ過

去 3年 lIiJ、全教科の手均成績が3.5，0.';¥(5段階

評価)以との人。

3貸 与金額 D，臼等学校一 公 立、 弘主 とも 人予

金Aえび十受業料牛11、竹頒(伝学期11m とする。

~大下等 公、Z、弘、Zとも人，.. t支度金として

40 万円を限度とする。

1 .返還方法 .D，¥万七字乍校 学業の翌年から焚学

金を受けたHlIlIけの情のjJJJIIIJ以内に返還する o

b大下等ー卒業の翌月から 6 カ片経過後、 J~比

"C:朋 lIiJの倍のj羽川以内に返i遣 する。

※詳細は、五lJ"r川 IJ兵市教育委員会総 務E深 へおII¥J

い合わせください。

(8 0177 35 ~ lll 内線 ~93)

思給欠格者の皆様ヘ
ー請求はお済みですか-

思給欠陥4干の}Jで 、 外 地 等 に 劫 萌 し た 経 験 を

宵し、加算イドを含めた住職長年が 3年以ヒで.請

求時において日本国籍を有する }jには内閣総埋

大 1-2:名の ，1干状を、さらに70級以 上の方には局齢

留の11闘に併せて銀杯を贈呈しております。

(注)次の万は、この 1工業の対象になりません 0

. ，ド金たる恩給または旧軍人軍属としての住職

に閲1mする年金たる給付を受 け る 権利を有す

る 方。

.恩給欠修者のご遺族および戦後、 ソ連または

そンコノレの地域に強制抑留されたこと のある

方。

・戦傷病者戦没者遺族等援護法七の軍属(雇員、

傭人、 仁 員 等 ) お よ び 準 軍 属 の 方。

〔請求書頬の送付先・お問い合わせ先〕

干 112東京都文京区大塚5-3-13 平和祈念事業

特別基金業務第 1課 宮 03-3945-4704

なお.請求拝領は市役所市民課(内線 262)の 窓

口にもi泣いてあります。
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~ 	保健環境課 （内線268・272) 	~ 

3月の保健センター相談日 
3 月 6 日、 13日、 27日です。（毎週金曜日）。 

時間 午前10時から午後 3時まで。 

内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談に 

応じますので、 赤ちゃんからお年寄りまでお気 

軽にご利用くノごさレ、。 

一 乳幼児の健康診査 
場所 市保健センタ 

受付時間 12 : 30---12 : 45まで 

持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3 歳

児はアンケートと尿を小ビンに入れて持参くノご

さい。転入者の方、不明な点はご連絡ください。 

※注意 ① 6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてくださレ、。（ 6 カ月、 7 カ

月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3カ月児 H3年11月生まれ 3月10日（火） 健康診査 

6カ月児 H3年8月生まれ 3 月17日（火） 健康相談 

I歳児 H3年 2 月生まれ 3 月23日（月） 健康相談 

1歳 
6カ月児 

H2年9 月生まれ 3月24日（火） 健康診査 

3 歳児 S 63年11月生まれ 3 月19日（木） 健康診査 

「川をきれいにする」児童図画展 

ン日時 2 月21日（金）~2月24日（月） 

10時～21日寺 

＞場所 ジャスコ藤崎店時計の広場 

ン主催 岩木川水系水質汚濁対策連絡協議会 

恕認讐旨ゴ、空缶等の不法投棄は~ 

・あなたです きれいな街をつく 	 ~ 

伽標然の舞, 
せきにん ぎ む 

責任と義務があります 

年1回の雄録・狂犬病予防注⑩が必要ですノ 

手数半斗は】 
登録事務費の他、野犬
等の捕獲費用、処分後
の焼却費用など狂犬病
予防法の目的達成のみ
に用いられます & 

 

 

狂犬病は、 土見
在も世界の多
く a）国でり充行
しています 

 

⑨飼い主の責任と義務翼競畿響獣野 

レ問い合わせ 五所川原保健所（"34-2108) 

子宮がん検診（個別検診）を 
受けましょう．ノ 

〇対象者 市内に居住する30歳以

上の女性で今年度集団検診を受

診できなかった方。（この検診は

集団か個別のどちらかを年に 1 

回のみです。） 

〇実施期間 随時実施しています。 

くフ申し込み受付 市の指定する産

婦人科の窓口で申し込みと同時

に受診してください。 

〇料 金 

無
 
料
 

五所川原市国民健康保険加入者 

70歳以上の方 

生活保護世帯→福祉事務所より証明書 

市民税非課税世帯→税務課より証明書 

上記以外の方は 1人1,000円となります。 

〇持参するもの 健康保険証。 

〇市指定実施医療機関名 

川村産婦人科医院 吉田産婦人科医院 

斎藤産婦人科医院 森 田 診 療 所 

市役所 35-2111I 

'f-成 4年(1992年)2月15n 広報ごしょがわら (第753号11ぜ

，まけんだより 市役所お引1

保健環境課 (内線268・272)

13月の保健センター相談日 |
3月 6l=I、 131=1、 2HJです。(毎週金H従11)。

時 間 午前1011寺から午後 311寺まで。

内容血圧測定、尿検作等を含めた健康卒H，淡に

応じますので、亦ちゃんからお午 '奇りまでお試

峰にご利用 ください。

乳幼児の健康診査
場所 1行保健セ ンター

受付時間 12 : 30~12 : 45まで

持参 するもの ほ チ健雌手帳、パスタオノレ。3峨

児はアンケートと尿をノトビンに入れて持参くだ

さい。転入者のj王、不IljJな点はご連絡 くださ い。

※ 注意 ① 6カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫(小川がん)の憤1E

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6カ月、 7カ

月b巴』こ11艮る。)

② 病気療養中(特に伝染性の病気)のお 子さ

んは ご遠慮 ください。

月令 対象児 J~J μ 内手手

3カ月児 1-13年11月生まれ 3Jl1011(火) 健康診任

6カ月兇 H 3'ド8JJ '1-:まオL 3J]l711(火) 健康十11，淡

I 綴児 H 3 '1ミ2Wtまれ 3JJ2311(JJl 健康相談

1歳
H 2'1三9)']生まれ 3 )i 2111 (火) 健康診侭

6カ)Hc.

3歳児 S63年11)J生まれ 3)J 1911 (本) 健康診fi'

r 111をきれいにする」児童図画展
じ〉 日時 2片 211-1 (金)~ 2 J J 24 1 1 () J ) 

lω011時、与干~2引lll~f

じ[>場所 ジヤスコ1繰爆11崎l崎崎町!九山r':f可千H、)U'

[>主 催 rれ?イ木て川/木k系/木j，l'坑'U川りi泊3出5μ土丸刈、.t策j述主結協J議義会

い.川や用水珂柑民にコゴ貝ミ‘ 'くそ (11-咋の 不法性挺は

! ~やめまし主う 。

じ?どでご士二プ~ n lt三?ど< 0 rJ)三_J

公:K251烹あZEたの阜ιふ
事 ，- 飼い主には 司守，

1主任と義務があります

(迷惑をかけていませんかの

貴広…4

年1回の (貫録・狂犬病予防注射〉が必要です/

E閉李一一一の 何多
暦[仁狂臥町叩……犬幻刈刈1古絹叫『丙局

〉キ字ザ くの国てでい流行
'--;-'ユ」 していま-手「

t~【本斗 [よ
登録事務貨の他、聖子犬
等の4甫獲費用、処分後
の焼却費用など狂犬病
予防法の目的達成のみ
に用い られます

⑩詳傘!?f指
(明、夕の散歩) (捨 て 犬 を つ く ら 住 い )

。飼い主の責任と義務zestfE???f健所

仁〉 問い合わせ 11:，好川)Ji{保 健所(宮 34-2108)

子宮がん険診(個別倹診〉を
受けましょう/

0対象者 rli内 に 肘 住 す る30歳以

l二の女性で、今年度集|、T-I検診を受

診 で き な か っ た)]"0 (こ の検r診 は

集 ftlかイi苫l刃IJのどちらかを年に 1

川 のみです。)

0実施期間 随時夫施しています。

0 申し込み受付 rliの指定する l活

川人科の:会(11で 1[1し 込 み と |バl時

に受診してください。

0料金

査圧
花i'fr川Ii;tr[il司氏健康保険}JII人省

70歳以卜.の)J

t
p
 

I ~. ， î-~以外のかは I 人 1 ， 0001 '1 となります。

0持参するもの {はjぷ保険訓:。

0市指 定実 施医 療機 関名

)1 川村
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